
②申請枠を作成～届書作成

STEP1 【管理者】新規申請枠を作成します

算定基礎届の申請枠を作成します。画面左のメニューから[電子申請義務化]→
[被保険者報酬月額算定基礎届]を選択、[当年度の定時決定手続きを作成]ボタンを押下してください。
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前年度にe-AMANOを
ご利用頂いていたお客様は、
過去データを閲覧可能です。



STEP1 【管理者】新規申請枠を作成します

「新規申請枠作成」ボタンを押下し、申請枠の登録を行います。
・「申請枠名称」は、e-AMANO上での管理のみで使用しますので、任意の名称を入力ください。
・「事業所」は、電子申請を行う事業所を選択します。(「事業所情報」画面で登録した事業所を選択できます)
・「給与計算の基礎日数」は、e-AMANO上で新規登録時の初期値です。
CSV連携、API連携時はそのデータ内の基礎日数が使用されます。
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STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

申請枠の登録後、[一覧]ボタンを押下します。
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必ず表示されます。

事業所情報の健康保険組合加入有無で［有］を選択している場合に表示します。
［無］を選択している場合、下図のように表示されません。

※ 算定の申請枠を作成後に、事業所情報で健康保険組合の設定を行った場合、
事業所情報画面で「最新のデータに更新」ボタンを押下して頂く必要があります。

STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

TimePro-XG、もしくは他社給与システムをご利用のお客様の場合、下図のボタンを押下しCSVファイルをインポートします。
協会けんぽのお客様の場合は1回、
健康保険組合のお客様の場合は2回、
インポートして頂く必要がございます。
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TimePro-NXをご利用のお客様の場合、 [６．報酬月額算定基礎届登録]ボタン押下によるAPI連携時に、
年金機構向け、健康保険組合向けの両データを同時に連携します。
詳細はP.8をご参照ください。



STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

正常に取り込みが完了すると件数が表示されます。
エラーがある場合は、エラー件数とエラー内容が表示されます。

CSVファイルのフォーマットが正しいと、下図の通りインポートできます。

★CSVフォーマットは、下記URLの届書作成仕様書(年金事務所・健康保険組合または厚生年金基金への提出用)に準じます。
詳しくは下記URLのPDFをご確認ください。
https://www.nenkin.go.jp/denshibenri/program/20210401.html
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年金事務所フォーマットのCSVファイルのみインポート
すると、「年金事務所」列に「有」が表示されます。
インポートしたデータに不備がなければ、
一番左のステータスは「入力済」となり、
e-Gov電子申請が可能となります。

下図では「健康保険組合提出」列に「有」がない為、
マイナポータル電子申請はできません。

STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

CSVインポート後、一覧画面上でデータの状況を確認できます。

インポートした従業員のステータスが全員「入力済」の場合、
[確定]ボタンを押下できます。
(1つでもデータ不備があると押下できません)
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健康保険組合フォーマットのCSVファイルもインポートすると、
「健康保険組合提出」列に「有」が表示されます。
下図の例では3行目の個人のインポートデータに不備があった為、
一番左のステータスは「未入力」となっています。
給与システム側でデータを修正し、再度CSV連携してください。
※ 「詳細」ボタンを押下し、e-AMANO上で修正して頂く事も可能ですが、
給与システム側とデータの差異ができてしまう為、推奨しておりません。

ステータス「未入力」があると、
「確定」ボタンを押下できません。

STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

健康保険組合のお客様の場合、年金事務所フォーマットと健康保険組合フォーマットの2つをインポートしてください。
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TimePro-NXをご利用中のお客様の場合、「報酬月額算定基礎届登録」で対象の従業員を連携すれば、
年金事務所フォーマットと健康保険組合フォーマットの両方が1回で連携されます。

連携するデータは、TimePro-NXの社会保険データ修正の下図赤枠にチェックがあるフォーマットとなります。

STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします
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TimePro-NXの報酬月額算定基礎届登録の設定画面上に、「保留区分」の設定があります。(初期値は「保留以外」)
保留区分は月変予定者分を出す/出さないの判断に使用します。
通常は4,5月に固定的賃金が上がり、算定よりも月変が優先される時、算定は保留となります。
しかし、年金事務所によっては算定を提出しなくてはいけない場合があります。
その時に「保留含む」へ設定して頂きます。
「保留のみ」は、該当者に誰がいるのかを確認したい場合などにご利用頂けます。

STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします
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STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

インポートした各従業員のデータを確認・修正する事も可能です。

CSVインポート(API連携)後、各従業員毎に、電子申請の提出先を指定する事も可能です。
(通常は、対象のデータがインポートされると自動でチェックが付きます)
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70歳以上の方は厚生年金の資格を失うため、被保険者整理番号は無くなります。

その場合、「70歳以上被用者届のみ提出」にチェックを付けてください。
これにより、被保険者整理番号が無くても提出可能となります。
(その場合、マイナンバーか基礎年金番号が必須となります)

但し、CSVインポートでは被保険者整理番号でCSVデータとe-AMANOの従業員を紐づける為、
被保険者整理番号がブランクだと連携できません。
大変お手数ですが、従業員情報を手入力して頂くよう、お願いします。

※ NXのAPI連携は、被保険者整理番号がブランクでも連携可能です。



STEP2 【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

各従業員のデータのステータスが全て「入力済」になると、「確定」ボタンが押下できるようになります。
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【管理者】給与システムより出力したデータをe-AMANOへインポートします

会社情報、もしくは事業所情報に不備があると、確定処理時にエラーとなります。
不備のデータを修正後、下図の「事業所情報」ボタン押下し、「最新のデータに更新」ボタンを押下すると、
最新の会社情報と事業所情報が反映されます。その後、再度「確定」ボタンを押下してください。
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